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(57)【要約】
形状安定なゲルを用い、基板間に封止を形成し、空気及び水分透過を最小化することがで
きる。形状安定なゲルは窓枠部材の封止、後付け及び取替え窓の封止のような建設産業用
途、並びに浴槽、シンク及びシャワー室の封止のような屋内用途において有用である。形
状安定なゲルはボートの船体の封止用途においても有用である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ｉ）形状安定なゲルを第１基板に塗布するステップであって、該形状安定なゲルは硬化性
シリコーン組成物からなる反応生成物を含み、該形状安定なゲルは該第１基板に塗布する
と第２基板がそこに固定されるまで接着するのに十分な粘着性を有するステップと、
ｉｉ）該第１基板及び該第２基板を接続するステップと、
ｉｉｉ）これにより該第１基板と該第２基板との間に封止を形成するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記組成物が、
（Ａ’）１分子当たり平均少なくとも２個の脂肪族不飽和有機基を有するポリジオルガノ
シロキサン、
（Ｂ’）１分子当たり平均少なくとも２個のケイ素結合水素原子を有する架橋剤、及び
（Ｃ’）ヒドロシリル化触媒
を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記組成物が、
（Ａ’）１分子当たり平均少なくとも２個の脂肪族不飽和有機基を有するポリジオルガノ
シロキサン、
任意で（Ｂ’）架橋剤、及び
（Ｃ’）過酸化物触媒
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記組成物が、（Ｄ）増量充填剤、（Ｅ）充填剤処理剤、（Ｆ）安定剤、（Ｇ）可塑剤
、（Ｈ）鎖延長剤、（Ｉ）粘着促進剤、（Ｊ）殺菌剤、（Ｋ）レオロジー添加剤、（Ｌ）
難燃剤、（Ｍ）顔料、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される追加の成分をさ
らに含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　成分（Ｄ）が、前記組成物１００質量部に対して２０質量部～９０質量部の範囲の量で
存在する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　成分（Ｄ）が、カオリン粘土、粉砕炭酸カルシウム、硫酸バリウム、ベントナイト、珪
藻土、タルク、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　前記形状安定なゲルは、Ｓｈｏｒｅ ００スケールで３０～７０の範囲の硬度を有する
、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記形状安定なゲル上に降下し０．２ｍｍ／秒の速度で２ｍｍ押圧するプローブを持ち
、その後該プローブを該ゲルから持ち上げる力を測定するテクスチャーアナライザーの測
定で少なくとも３０グラムの粘着性を有する請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記組成物が、支持体に塗布され、ステップｉ）前に硬化し、前記形状安定なゲルを形
成する請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記支持体が、発泡体、ゴム、又はメッシュからなる群から選択される、請求項９に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記支持体が、ガラス繊維、綿、及びステンレス鋼からなる群から選択されるメッシュ
を含む、請求項９又は請求項１０に記載の方法。
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【請求項１２】
　前記組成物が、支持体の２つの側面に塗布され、ステップｉ）前に硬化する、請求項９
又は請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記組成物が垂直な支持体に塗布され、ステップｉ）前に硬化する、請求項９又は請求
項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記形状安定なゲルが、０．２５ｍｍ～６ｍｍの範囲の厚さを有する請求項１～６のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１基板が窓枠の第１部分であり、第２基板が該窓枠の第２部分である請求項１～
６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１基板及び前記第２基板の一方が、シャワー室、浴槽、及びシンクからなる群か
ら選択される備品である請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１基板及び前記第２基板の一方が壁であり、前記第１基板及び前記第２基板の他
方が窓枠である請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
ｉｉｉ）前記形状安定なゲルを成形するステップをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　ｉ）第１基板と、
　ｉｉ）該第１基板に取り付けられた第２基板と、
　ｉｉｉ）該第１基板と該第２基板との間に入る形状安定なゲルであって、該形状安定な
ゲルは該第１基板と該第２基板との間に封止を形成するゲルとを備える物品において、
　該形状安定なゲルは、硬化性シリコーン組成物からなる反応生成物を含み、該形状安定
なゲルは該第１基板に塗布すると第２基板がそこに固定されるまで接着するのに十分な粘
着性を有する物品。
【請求項２０】
　前記組成物が、
（Ａ’）１分子当たり平均少なくとも２個の脂肪族不飽和有機基を有するポリジオルガノ
シロキサン、
（Ｂ’）１分子当たり平均少なくとも２個のケイ素結合水素原子を有する架橋剤、及び
（Ｃ’）ヒドロシリル化触媒
を含む請求項１９に記載の物品。
【請求項２１】
　前記組成物が、
（Ａ’）１分子当たり平均少なくとも２個の脂肪族不飽和有機基を有するポリジオルガノ
シロキサン、
任意で（Ｂ’）架橋剤、及び
（Ｃ’）過酸化物触媒
を含む請求項１９に記載の物品。
【請求項２２】
　前記組成物が、（Ｄ）増量充填剤、（Ｅ）充填剤処理剤、（Ｆ）安定剤、（Ｇ）可塑剤
、（Ｈ）鎖延長剤、（Ｉ）粘着促進剤、（Ｊ）殺菌剤、（Ｋ）レオロジー添加剤、（Ｌ）
難燃剤、（Ｍ）顔料、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される追加の成分をさ
らに含む、請求項１９に記載の物品。
【請求項２３】
　成分（Ｄ）が、前記組成物１００質量部に対して２０質量部～９０質量部の範囲の量で
存在する、請求項１９に記載の物品。
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【請求項２４】
　成分（Ｄ）が、カオリン粘土、粉砕炭酸カルシウム、硫酸バリウム、ベントナイト、珪
藻土、タルク、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項２３に記載の
物品。
【請求項２５】
　前記形状安定なゲルがＳｈｏｒｅ　００スケール上３０～７０の範囲の硬度を有する、
請求項１９に記載の物品。
【請求項２６】
　前記形状安定なゲルが前記形状安定なゲル上に降下し、０．２ｍｍ／秒の速度で２ｍｍ
押圧するプローブを有し、その後該プローブを該ゲルから持ち上げる力を測定するテクス
チャーアナライザーで測定されるように少なくとも３０グラムの粘着性を有する請求項１
９に記載の物品。
【請求項２７】
　前記組成物が、支持体に塗布され、ステップｉ）前に硬化され、前記形状安定なゲルを
形成する、請求項１９に記載の物品。
【請求項２８】
　前記支持体が、発泡体、ゴム、又はメッシュからなる群から選択される請求項２７に記
載の物品。
【請求項２９】
　前記支持体が、ガラス繊維、綿、及びステンレス鋼からなる群から選択されるメッシュ
を含む請求項２７に記載の物品。
【請求項３０】
　前記組成物が支持体の２つの側面に塗布され、ステップｉ）前に硬化する請求項２７に
記載の物品。
【請求項３１】
　前記組成物が、垂直な支持体に塗布され、ステップｉ）前に硬化する請求項２７に記載
の物品。
【請求項３２】
　前記形状安定なゲルが、０．２５ｍｍ～６ｍｍの範囲の厚さを有する請求項１９に記載
の物品。
【請求項３３】
　前記第１基板が窓枠の第１部分であり、第２基板が該窓枠の第２部分である請求項１９
に記載の物品。
【請求項３４】
　前記第１基板及び前記第２基板の一方がシャワー室、浴槽、及びシンクからなる群から
選択される備品である請求項１９に記載の物品。
【請求項３５】
　前記第１基板及び前記第２基板うちの一方が壁であり、前記第１基板及び前記第２基板
のうちの他方が窓枠である請求項１９に記載の物品。
【請求項３６】
　前記第１基板及び前記第２基板の一方がボートの船体である請求項１９に記載の物品。
【請求項３７】
　前記第１基板及び前記第２基板の一方がボートの船体である請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　シリコーンゲル（「ゲル」）はガス（例えば空気）及び蒸気（例えば水分）透過に対し
て基板を封止するのに用いられる。ゲルは形状安定に製造され、第１基板に塗布すると第
２基板がそこに固定されるまで粘着するのに十分な粘着性を有する。ゲルは窓枠及び雨押
さえのような建設用途、ならび浴槽、シャワー室、及びシンクの周囲の封止のような屋内
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封止用途において有用である。ゲルはボートの船体の窓及び／又は貫通穴の封止のような
海洋用途において有用である。
【背景技術】
【０００２】
　各種の製品及び方法が、枠組部材を封止してガス及び蒸気透過を最小化する当技術分野
において知られている。従来は湿潤封止材が用いられていた。しかしながら、湿潤封止材
には塗布するのに扱いにくいという欠点がある。また、枠組用途では、封止材を塗布した
後、枠組部材間で圧縮する。この圧縮中、余剰分が押し出され、これをふき取り、廃棄し
なければならない。さらに、湿潤封止材の硬化中に揮発性有機化合物（ＶＯＣ）が大気中
に放出されることがある。
【０００３】
　別の方法として、シリコーンゴム又は発泡体のシートは切ることができ、次に枠組部材
を固定する際、得られた一片を部材間に置き、圧縮することができる。この方法は、シリ
コーンゴムが基板への塗布前に硬化するため、ＶＯＣ放出を削減する。しかしながら、シ
リコーンゴムには、例えばシリコーンゴムを基板に対して垂直に置く場合、固定プロセス
中に第１基板上にとどまるのに十分な粘着性（自己粘着性）を欠いているという欠点があ
る。
【０００４】
　その側面上に、接着剤を有するシリコーン発泡体のシート又はテープも提案されている
。しかしながら、この製品には基板上に塗布した後に整えることができないという欠点が
ある。整えると、発泡体は接着剤から剥離し得、基板上に接着剤残渣又は膜を残し、これ
は吸塵及び外観不良をもたらすことがある。
【０００５】
　建設産業には、より良好な美観を有し、廃棄物を低減し、ＶＯＣ放出を低減した製品を
製造する継続的必要性がある。
【発明の概要】
【０００６】
　基板間に耐ガス及び蒸気性封止を形成する方法について開示する。本方法は、
ｉ）形状安定なゲルを第１基板に塗布するステップ、及び
ｉｉ）第１基板及び第２基板を接続するステップ
を含み、これにより第１基板と第２基板との間に封止を形成する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】その表面上に剥離ライナーを有する形状安定なゲルの例である。
【図２】形状安定なゲルを製造するプロセスフロー図である。
【図３】形状安定なゲルを用いてアルミニウム枠を封止する方法の写真を示す。
【図４】図３の方法の追加ステップの写真を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　すべての量、比、及び割合は、とくに指示のない限り、質量による。冠詞「ａ」、「ａ
ｎ」、及び「ｔｈｅ」はそれぞれ、とくに指示のない限り、１又はそれ以上を指す。すべ
ての粘度測定はとくに記載のない限り２５℃で行った。
【０００９】
ゲル
　上述の方法に用いられる硬化性シリコーン組成物は硬化し、形状安定なゲルを形成する
。硬化性シリコーン組成物の硬化機構は、ゲルがその間に入る基板を汚染する製品により
剥離しないいずれかの硬化機構であってもよい。例えば、硬化性シリコーン組成物は、周
囲温度若しくは高温で硬化する熱硬化性一液型組成物若しくは二液型組成物、過酸化物硬
化性シリコーン組成物、放射線硬化性シリコーン組成物、又は、これらの組み合わせのよ
うな付加反応硬化性であってもよい。
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【００１０】
　本明細書に記載する方法及び物品に用いられるゲルは形状安定である。本出願の目的の
ため、「ゲル」の語は、軽微に架橋したポリマーネットワークを意味する。ゲルは、ゲル
より高い架橋密度を有するシリコーンゴムに一般的に関連する硬度より低い硬度値を有す
る。ゲルはＡＳＴＭ　Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｄ ２２４０－０５に従ってデュロメーターを用
いて測定されるようにＳｈｏｒｅ ００スケールで３０～７０の範囲の硬度を有すること
ができる。あるいは、ゲルは、参照例２の方法により測定されるように、５０グラム～３
００グラム、選択的に１００グラム～２００グラムの範囲の硬度を有することができる。
これらの方法は圧入に基づく硬度測定を可能にする。
【００１１】
　本出願の目的のため、「形状安定」とは、ゲルを基板に手作業で塗布する場合、第２基
板を第１基板に貼り付けるのに十分な時間ゲルがその形状を維持すること意味する。ゲル
は必ずしも形状安定なわけではないが、ゲルは硬化性シリコーン組成物への増量充填剤の
添加、支持体の使用、又はこれらの組み合わせにより形状安定にすることができる。ゲル
は、米国カリフォルニア州ニューアークのダウコーニングコーポレーションのＧＴ－１７
００のような、市販のシリコーンゲルであってもよい。
【００１２】
　あるいは、ゲルは硬化性シリコーン組成物から調製することができる。硬化性シリコー
ン組成物は（Ａ）ベースポリマー、任意で（Ｂ）架橋剤、及び、組成物の硬化を促進する
のに十分な量の（Ｃ）触媒を含むことができるが、その成分及び量については、硬化性シ
リコーン組成物の硬化物がゲルとなるように選択される。
【００１３】
ヒドロシリル化硬化性組成物
　上述のゲルを形成するのに用いられる硬化性シリコーン組成物は、ヒドロシリル化硬化
性組成物を含むことができる。ヒドロシリル化硬化性組成物は（Ａ’）、１分子当たり平
均少なくとも２個の脂肪族不飽和有機基を有するベースポリマー、（Ｂ’）１分子当たり
平均少なくとも２個のケイ素結合水素原子を有する架橋剤、及び、（Ｃ’）ヒドロシリル
化触媒を含むが、その成分及び量については、組成物を硬化することにより調製された生
成物がゲルとなるように選択される。
【００１４】
成分（Ａ’）ベースポリマー
　ヒドロシリル化硬化性組成物の成分（Ａ’）は１分子当たり平均少なくとも２個の脂肪
族不飽和有機基を有するポリオルガノシロキサンを含むことができる。成分（Ａ’）は線
状又は分岐構造を有することができる。あるいは、成分（Ａ’）は線状構造を有すること
ができる。成分（Ａ’）はホモポリマー又はコポリマーであってもよい。脂肪族不飽和有
機基はアルケニル、例えば、これらに限定されないが、ビニル、アリル、ブテニル、及び
へキセニルであってもよい。不飽和有機基はアルキニル基、例えば、これらに限定されな
いが、エチニル、プロピニル、及びブチニルであってもよい。成分（Ａ’）中の脂肪族不
飽和有機基は末端、ペンダント、又は末端及びペンダント両方の位置にあってもよい。あ
るいは、成分（Ａ’）中の脂肪族不飽和有機基は末端位置にあってもよい。
【００１５】
　成分（Ａ’）中の残りのケイ素結合有機基は、脂肪族不飽和を含まない一価の有機基で
あってもよい。これらの一価の有機基は１～２０個の炭素原子、あるいは１～１０個の炭
素原子を有することができ、その例としては、メチル、エチル、プロピル、ペンチル、オ
クチル、ウンデシル、及びオクタデシルのようなアルキル基；シクロペンチル及びシクロ
へキシルのようなシクロアルキル基；並びにフェニル、トリル、キシリル、ベンジル、及
び２－フェニルエチルのような芳香族基を含む炭化水素基があるが、これらに限定されな
い。
【００１６】
　成分（Ａ’）は、
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・式（Ｉ）：Ｒ１
２Ｒ２ＳｉＯ（Ｒ１

２ＳｉＯ）ａ（Ｒ１Ｒ２ＳｉＯ）ｂＳｉＲ１
２Ｒ２

、
・式（ＩＩ）：Ｒ１

３ＳｉＯ（Ｒ１
２ＳｉＯ）ｃ（Ｒ１Ｒ２ＳｉＯ）ｄＳｉＲ１

３、
又は、これらの組み合わせからなるポリジオルガノシロキサンを含むことができる。
【００１７】
　式（Ｉ）及び（ＩＩ）中、各Ｒ１は、独立して脂肪族不飽和を含まない一価の有機基で
あり、各Ｒ２は独立して脂肪族不飽和有機基である。下付き文字ａ、ｂ、ｃ、及びｄはポ
リジオルガノシロキサンにＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ ＲＶＴ ＣＰ－５２粘度計により５ｒｐ
ｍで測定されるように、１００～２０，０００ｍＰａ・ｓの範囲の粘度を与えるのに十分
な値を有する。
【００１８】
　あるいは、下付き文字aは２～２０００の範囲の平均値を有することができ、下付き文
字ｂは０～２０００の範囲の平均値を有することができ、下付き文字ｃは０～２０００の
範囲の平均値を有することができ、下付き文字ｄは２～２０００の範囲の平均値を有する
ことができる。Ｒ１に適した一価の有機基としては、メチル、エチル、プロピル、ペンチ
ル、オクチル、ウンデシル、及びオクタデシルのようなアルキル；シクロへキシルのよう
なシクロアルキル；並びにフェニル、トリル、キシリル、ベンジル、及び２－フェニルエ
チルのようなアリールが挙げられるが、これらに限定されない。各Ｒ２は、独立して脂肪
族不飽和一価の有機基である。Ｒ２の例としては、ビニル、アリル、及びブテニルのよう
なアルケニル基並びにエチニル及びプロピニルのようなアルキニル基がある。
【００１９】
　成分（Ａ’）は、以下のようなポリジオルガノシロキサンを含むことができる。
ｉ）ジメチルビニルシロキシ末端ポリジメチルシロキサン、
ｉｉ）ジメチルビニルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／メチルビニルシロキサン
）、
ｉｉｉ）ジメチルビニルシロキシ末端ポリメチルビニルシロキサン、
ｉｖ）トリメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／メチルビニルシロキサン）、
ｖ）トリメチルシロキシ末端ポリメチルビニルシロキサン、
ｖｉ）ジメチルビニルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／メチルフェニルシロキサ
ン）、
ｖｉｉ）ジメチルビニルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／ジフェニルシロキサン
）、
ｖｉｉｉ）フェニル、メチル、ビニルシロキシ末端ポリジメチルシロキサン、
ｉｘ）ジメチルへキセニルシロキシ末端ポリジメチルシロキサン、
ｘ）ジメチルへキセニルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／メチルへキセニルシロ
キサン）、
ｘｉ）ジメチルヘキセニルシロキシ末端ポリメチルヘキセニルシロキサン、
ｘｉｉ）トリメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／メチルへキセニルシロキサ
ン）、
ｘｉｉｉ）これらの組み合わせ
【００２０】
　対応するオルガノハロシランの加水分解及び縮合又は環状ポリジオルガノシロキサンの
平衡のような、成分（Ａ’）として用いるのに適した液体ポリジオルガノシロキサンの調
製方法は当技術分野において周知である。
【００２１】
　成分（Ａ’）は単一のベースポリマー又は以下の特性：構造、粘度、平均分子量、シロ
キサン単位、及び配列の少なくとも１つが異なる２つ以上のベースポリマーを含む組み合
わせであり得る。
【００２２】
成分（Ｂ’）架橋剤
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　ヒドロシリル化硬化性組成物中の成分（Ｂ’）は、１分子当たり平均少なくとも２個の
ケイ素結合水素原子を有する架橋剤である。ヒドロシリル化硬化パッケージ中の成分（Ｂ
’）の量は上述のように組成物を架橋してゲルを形成するのに十分である。成分（Ｂ’）
の量は成分（Ａ’）の構造及びビニル含量並びに成分（Ｂ’）の構造及びＳｉＨ含量によ
って異なるが、その量は成分（Ａ’）１００質量部当たり０．５質量部～１５質量部、あ
るいは１質量部～５質量部の範囲とすることができる。成分（Ｂ’）はホモポリマー又は
コポリマーとすることができる。成分（Ｂ’）は線状、分岐、又は環状構造を有すること
ができる。成分（Ｂ’）中のケイ素結合水素原子は末端、ペンダント、又は末端及びペン
ダント両方の位置にあり得る。
【００２３】
　成分（Ｂ’）は、これらに限定されないが、ＨＲ３

２ＳｉＯ１／２、Ｒ３
３ＳｉＯ１／

２、ＨＲ３ＳｉＯ２／２、Ｒ３
２ＳｉＯ２／２、Ｒ３ＳｉＯ３／２、及びＳｉＯ４／２単

位を含むシロキサン単位を含むことができる。前式中、各Ｒ３は独立して上述のような一
価の有機基から選択される。
【００２４】
　成分（Ｂ’）は、以下の式のポリジオルガノ水素シロキサンを含むことができる。
・（ＶＩ）Ｒ４

３ＳｉＯ（Ｒ４
２ＳｉＯ）ｅ（Ｒ４ＨＳｉＯ）ｆＳｉＲ４

３、
・（ＶＩＩ）Ｒ４

２ＨＳｉＯ（Ｒ４
２ＳｉＯ）ｇ（Ｒ４ＨＳｉＯ）ｈＳｉＲ４

２Ｈ、又は
、
・（ＶＩＩＩ）これらの組み合わせ
【００２５】
　上記式中、下付き文字ｅ、ｆ、ｇ、及びｈはポリジオルガノ水素シロキサンに１０ｍＰ
ａ・ｓ～５００ｍＰａ・ｓの範囲の粘度を与えるのに十分な値を有する。あるいは、下付
き文字ｅは０～２０００の範囲の平均値を有することができ、下付き文字ｆは２～２００
０の範囲の平均値を有することができ、下付き文字ｇは０～２０００の範囲の平均値を有
することができ、下付き文字ｈは０～２０００の範囲の平均値を有することができる。各
Ｒ４は独立して一価の有機基である。適切な一価の有機基としては、メチル、エチル、プ
ロピル、ペンチル、オクチル、ウンデシル、及びオクタデシルのようなアルキル；シクロ
へキシルのようなシクロアルキル；ビニル、アリル、ブテニル、及びへキセニルのような
アルケニル；エチニル、プロピニル、及びブチニルのようなアルキニル；並びにフェニル
、トリル、キシリル、ベンジル、及び２－フェニルエチルのようなアリールが挙げられる
。
【００２６】
　成分（Ｂ’）の例としては、以下のものがある。
ａ）ジメチル水素シロキシ末端ポリジメチルシロキサン、
ｂ）ジメチル水素シロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／メチル水素シロキサン）、
ｃ）ジメチル水素シロキシ末端ポリメチル水素シロキサン、
ｄ）トリメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／メチル水素シロキサン）、
ｅ）トリメチルシロキシ末端ポリメチル水素シロキサン、及び
ｆ）これらの組み合わせ
【００２７】
　成分（Ｂ’）は以下の特性：構造、平均分子量、粘度、シロキサン単位、及び配列の少
なくとも１つが異なる２つ以上のＳｉＨ官能性架橋剤の組み合わせであってもよい。オル
ガノハロシランの加水分解及び縮合のような、成分（Ｂ’）として用いるのに適した線状
、分岐、及び環状オルガノ水素ポリシロキサンの調製方法は当技術分野において周知であ
る。成分（Ｂ’）として用いるのに適したオルガノ水素ポリシロキサン樹脂の調製方法も
、米国特許第５，３１０，８４３号、第４，３７０，３５８号、及び第４，７０７，５３
１号に例示されるように周知である。
【００２８】
成分（Ｃ’）ヒドロシリル化触媒
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　ヒドロシリル化硬化性組成物の成分（Ｃ’）は、ヒドロシリル化触媒である。成分（Ｃ
’）は、ヒドロシリル化硬化性組成物の質量に対して、白金族金属０．１ｐｐｍ～１００
０ｐｐｍ、あるいは１ｐｐｍ～５００ｐｐｍ、あるいは２ｐｐｍ～２００ｐｐｍ、あるい
は５ｐｐｍ～１５０ｐｐｍの範囲の量で添加される。
【００２９】
　適切なヒドロシリル化触媒は当技術分野において知られ、市販されている。成分（Ｃ’
）は白金、ロジウム、ルテニウム、パラジウム、オスミウム若しくはイリジウム金属若し
くはこれらの有機金属化合物、又はこれらの組み合わせから選択される白金族金属を含む
ことができる。成分（Ｃ’）の例としては、塩化白金酸、塩化白金酸六水和物、二塩化白
金、及びマトリックス若しくはコアシェル型構造中にマイクロカプセル化した前記化合物
の低分子量オルガノポリシロキサン又は白金化合物との錯体のような化合物がある。低分
子量オルガノポリシロキサンの白金錯体としては、１，３－ジエテニル－１，１，３，３
－テトラメチルジシロキサン白金錯体が挙げられる。これらの錯体は樹脂マトリックス中
にマイクロカプセル化することができる。触媒が低分子量オルガノポリシロキサンの白金
錯体である場合、触媒の量はヒドロシリル化硬化性組成物の質量に対して０．０１％～０
．４％の範囲とすることができる。
【００３０】
　成分（Ｃ’）に適したヒドロシリル化触媒については、例えば、米国特許第３，１５９
，６０１号、第３，２２０，９７２号、第３，２９６，２９１号、第３，４１９，５９３
号、第３，５１６，９４６号、第３，８１４，７３０号、第３，９８９，６６８号、４，
７８４，８７９号、第５，０３６，１１７号、及び第５，１７５，３２５号並びに欧州特
許第０３４７８９５Ｂ号に記載されている。マイクロカプセル化したヒドロシリル化触媒
及びその調製方法は、米国特許第４，７６６，１７６号及び第５，０１７，６５４号に例
示されるように、当技術分野において知られている。
【００３１】
過酸化物硬化パッケージ
　あるいは、硬化性シリコーン組成物は、過酸化物硬化性組成物を含むことができる。過
酸化物硬化性組成物は（Ａ”）、１分子当たり平均少なくとも２個の脂肪族不飽和有機基
を有するベースコポリマー、任意で（Ｂ”）架橋剤、及び（Ｃ”）触媒を含むことができ
るが、その成分及び量については組成物の硬化物がゲルとなるように選択される。
【００３２】
成分（Ａ”）ベースポリマー
　過酸化物硬化パッケージの成分（Ａ”）は、１分子当たり平均少なくとも２個の脂肪族
不飽和有機基を有するポリジオルガノシロキサンを含む。成分（Ａ”）は、ホモポリマー
又はコポリマーであってもよい。脂肪族不飽和有機基は、アルケニル、例えば、これらに
限定されないが、ビニル、アリル、ブテニル、及びへキセニルであってもよい。脂肪族不
飽和有機基は、アルキニル基、例えば、これらに限定されないが、エチニル、プロピニル
、及びブチニルであってもよい。成分（Ａ”）中の不飽和有機基は、末端、ペンダント、
又は末端及びペンダント両方の位置にあってもよい。あるいは、成分（Ａ”）中の脂肪族
不飽和有機基は、末端位置にあってもよい。
【００３３】
　成分（Ａ”）中の残りのケイ素結合有機基は、脂肪族不飽和を含まない一価の有機基で
あってもよい。これらの一価の有機基の例としては、メチル、エチル、プロピル、ペンチ
ル、オクチル、ウンデシル、及びオクタデシルのようなアルキル基；シクロへキシルのよ
うなシクロアルキル基；並びにフェニル、トリル、キシリル、ベンジル、及び２－フェニ
ルエチルのような芳香族基があるが、これらに限定されない。
【００３４】
　成分（Ａ”）は、以下の、ポリジオルガノシロキサンを含むことができる。
・式（ＩＸ）：Ｒ５

２Ｒ６ＳｉＯ（Ｒ５
２ＳｉＯ）ｉ（Ｒ５Ｒ６ＳｉＯ）ｊＳｉＲ５

２Ｒ
６、
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・式（Ｘ）：Ｒ５
３ＳｉＯ（Ｒ５

２ＳｉＯ）ｋ（Ｒ５Ｒ６ＳｉＯ）ｍＳｉＲ５
３、又は、

・これらの組み合わせ
【００３５】
　式（ＩＸ）及び（Ｘ）中、各Ｒ５は独立して脂肪族不飽和を含まない一価の有機基であ
り、各Ｒ６は独立して脂肪族不飽和有機基である。上記式中、下付き文字ｉ、ｊ、ｋ、及
びｍはポリジオルガノ水素シロキサンに１００ｍＰａ・ｓ～１５，０００ｍＰａ・ｓの範
囲の粘度を与えるのに十分な値を有する。あるいは、下付き文字ｉは少なくとも２の平均
値を有することができ、下付き文字ｊは０又は正の数とすることができ、下付き文字ｋは
０又は正の数とすることができ、下付き文字ｍは少なくとも２の平均値を有することがで
きる。Ｒ５に適した一価の有機基としては、メチル、エチル、プロピル、ペンチル、オク
チル、ウンデシル、及びオクタデシルのようなアルキル；シクロへキシルのようなシクロ
アルキル；並びにフェニル、トリル、キシリル、ベンジル、及び２－フェニルエチルのよ
うなアリールが挙げられるが、これらに限定されない。各Ｒ６は独立して脂肪族不飽和一
価の有機基である。Ｒ６の例としては、ビニル、アリル、及びブテニルのようなアルケニ
ル基、並びにエチニル及びプロピニルのようなアルキニル基がある。
【００３６】
　対応するオルガノハロシランの加水分解及び縮合又は環状ポリジオルガノシロキサンの
平衡のような、成分（Ａ”）として用いるのに適した液体ポリジオルガノシロキサンの調
製方法は、当技術分野において周知である。成分（Ａ”）は、以下の特性：構造、平均分
子量、粘度、シロキサン単位、及び配列の少なくとも１つが異なる２つ以上のポリジオル
ガノシロキサンの組み合わせであってもよい。
【００３７】
任意の成分（Ｂ”）架橋剤
　成分（Ｂ”）は架橋剤であり、任意で過酸化物硬化性組成物に添加することができる。
組成物中の成分（Ｂ”）の量は、成分（Ａ”）１００質量部当たり０～１５質量部の範囲
とすることができる。成分（Ｂ”）は１分子当たり平均少なくとも２個のケイ素結合水素
原子を有するポリジオルガノ水素シロキサンを含むことができる。
【００３８】
　成分（Ｂ”）は、以下の式のポリジオルガノ水素シロキサンを含むことができる。
・（ＸＩ）Ｒ７

３ＳｉＯ（Ｒ７
２ＳｉＯ）ｎ（Ｒ７ＨＳｉＯ）ｏＳｉＲ７

３、
・（ＸＩＩ）Ｒ７

２ＨＳｉＯ（Ｒ７
２ＳｉＯ）ｐ（Ｒ７ＨＳｉＯ）ｑＳｉＲ７

２Ｈ、又は
・（ＸＩＩＩ）これらの組み合わせ
【００３９】
　上記式中、下付き文字ｎ、ｏ、ｐ、及びｑはポリジオルガノ水素シロキサンに１０ｍＰ
ａ・ｓ～５００ｍＰａ・ｓの範囲の粘度を与えるのに十分な値を有する。あるいは、下付
き文字ｎは０～２０００の範囲の平均値を有することができ、下付き文字ｏは２～２００
０の範囲の平均値を有することができ、下付き文字ｐは０～２０００の範囲の平均値を有
することができ、下付き文字ｑは０～２０００の範囲の平均値を有することができるが、
ただし（ｎ＋ｏ）＜２０００であり、（ｐ＋ｑ）＜２０００である。各Ｒ７は独立して一
価の有機基である。適切な一価の有機基としては、メチル、エチル、プロピル、ペンチル
、オクチル、ウンデシル、及びオクタデシルのようなアルキル；シクロへキシルのような
シクロアルキル；ビニル、アリル、ブテニル、及びへキセニルのようなアルケニル；エチ
ニル、プロピニル、及びブチニルのようなアルキニル；並びにフェニル、トリル、キシリ
ル、ベンジル、及び２－フェニルエチルのようなアリールが挙げられる。
【００４０】
　成分（Ｂ”）の例としては、以下のものがある。
ｉ）ジメチル水素シロキシ末端ポリジメチルシロキサン、
ｉｉ）ジメチル水素シロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／メチル水素シロキサン）、
ｉｉｉ）ジメチル水素シロキシ末端ポリメチル水素シロキサン、
ｉｖ）トリメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／メチル水素シロキサン）、
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ｖ）トリメチルシロキシ末端ポリメチル水素シロキサン、
ｖｉ）これらの組み合わせ
【００４１】
　オルガノハロシランの加水分解及び縮合のような、成分（Ｂ’）として用いるのに適し
た線状、分岐、及び環状オルガノ水素ポリシロキサンの調製方法は当技術分野において周
知である。成分（Ｂ”）は以下の特性：構造、平均分子量、粘度、シロキサン単位、及び
配列の少なくとも１つが異なる２つ以上のポリジオルガノ水素シロキサンの組み合わせで
あってもよい。
【００４２】
成分（Ｃ”）触媒
　過酸化物硬化性組成物中の成分（Ｃ”）は、過酸化化合物を含む。組成物に添加する成
分（Ｃ”）の量は、成分（Ｃ”）について選択される特定の過酸化化合物によって決まる
が、その量は成分（Ａ”）１００質量部当たり０．２～５質量部の範囲とすることができ
る。成分（Ｃ”）に適した過酸化化合物の例としては、過酸化２，４－ジクロロベンゾイ
ル、過酸化ジクミル、及びこれらの組み合わせ；並びにこうした過酸化物の過安息香酸第
三級ブチルのような安息香酸化合物との組み合わせが挙げられるが、これらに限定されな
い。適切な過酸化物硬化性組成物は当技術分野において知られ、例えば、米国特許第４，
７７４，２８１号に開示されている。
【００４３】
任意の成分
　硬化性シリコーン組成物は上述の成分（Ａ）、（Ｂ）、及び（Ｃ）に加えて１つ以上の
追加成分をさらに含むことができる。組成物は（Ｄ）増量充填剤、（Ｅ）充填剤処理剤、
（Ｆ）安定剤（例えば、ヒドロシリル化硬化安定剤、熱安定剤、又はＵＶ安定剤）、（Ｇ
）可塑剤、（Ｈ）鎖延長剤、（Ｉ）接着促進剤、（Ｊ）殺菌剤、（Ｋ）レオロジー添加剤
、（Ｌ）難燃剤、（Ｍ）顔料、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される追加成
分をさらに含むことができる。
【００４４】
任意の成分（Ｄ）増量充填剤
　硬化性シリコーン組成物は任意で成分（Ｄ）増量充填剤をさらに含むことができる。増
量充填剤の量は増量充填剤のタイプ及び量、充填剤処理剤（もしあれば）、並びに形状安
定なゲルの所望の粘着量を含む各種要因によって決まる。一般に、増量充填剤の量が増加
すると、形状安定なゲルの粘着性は減少する。所望の粘着量は消費者の要求を含む各種要
因によって決まるが、形状安定なゲルをアルミニウム窓枠用途に用いる場合、粘着性の量
は形状安定なゲルを基板に第２基板をそれに貼り付ける方法の間粘着させるのに十分であ
るべきである。しかしながら、存在する場合、増量充填剤は硬化性組成物の質量に対して
２０％～９０％、あるいは４０％～７０％、あるいは４５％～７０％、あるいは４５％～
５５％の範囲の量で存在することができる。
【００４５】
　増量充填剤の例としては、硫酸バリウム、ベントナイト、カーボンブラック、カオリン
粘土のような粘土、粉砕石英、珪藻土、黒鉛、粉砕炭酸カルシウム、粉砕シリカ、酸化鉄
、酸化マグネシウム、砂、タルク、二酸化チタン、酸化亜鉛、ジルコニア、又はこれらの
組み合わせが挙げられる。あるいは、増量充填剤は、硫酸バリウム、ベントナイト、珪藻
土、粉砕炭酸カルシウム、カオリン粘土、及びこれらの組み合わせからなる群から選択す
ることができる。増量充填剤は、当技術分野において知られ、ウエストバージニア州バー
クレースプリングスのＵ．Ｓ．ＳｉｌｉｃａからＭＩＮ－Ｕ－ＳＩＬの商品名で販売され
る粉砕シリカのように、市販されている。粉砕炭酸カルシウムを成分（Ｄ）として用いる
場合、粉砕炭酸カルシウムの量は、硬化性シリコーン組成物の質量に対して２０％～８０
％、あるいは４５％～５５％の範囲とすることができる。
【００４６】
　増量充填剤は、ゲルの費用を低減するため、ゲルの粘着性を制御するため、又はその両
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方のため、硬化性シリコーン組成物に添加することができる。増量充填剤はペーストを形
成することなしに十分な量の増量充填剤を硬化性シリコーン組成物に添加することができ
るように選択すべきである。沈降炭酸カルシウムは好ましくない。理論に縛られることを
望むことなしに、沈降炭酸カルシウムは粘着性を低減するのに十分な量のこうした充填剤
を硬化性シリコーン組成物に添加するとペーストの形成をもたらす量で水を含有し得、さ
らに処理した沈降炭酸カルシウムはペーストの形成をもたらし得ると考えられる。当業者
であれば必要以上の実験なしに適切な増量充填剤を選択することができるだろう。
【００４７】
任意の成分（Ｅ）充填剤処理剤
　硬化性シリコーン組成物は任意で成分（Ｅ）、充填剤処理剤を組成物の質量に対して０
．１％～１５％、あるいは０．５％～５％の範囲の量でさらに含むことができる。成分（
Ｄ）は、任意で組成物に添加される前、又は、ｉｎ ｓｉｔｕで、成分（Ｅ）により表面
処理することができる。成分（Ｅ）はアルコキシシラン、アルコキシ官能性オリゴシロキ
サン、環状ポリオルガノシロキサン、ジメチルシロキサン若しくはメチルフェニルシロキ
サンのようなヒドロキシル官能性オル後シロキサン、又はステアリン酸のような脂肪酸を
含むことができる。ステアリン酸の例としてはステアリン酸カルシウムが挙げられる。充
填剤処理剤及びその使用方法の例は、例えば、欧州特許第１１０１１６７Ａ２号並びに米
国特許第５，０５１，４５５号、第５，０５３，４４２号、及び第６，１６９，１４２号
（４段落４２行～５段落２行）に開示されている。
【００４８】
任意の成分（Ｆ）安定剤
　成分（Ｆ）は安定剤である。ヒドロシリル化硬化性組成物の安定剤の例としては、メチ
ルブチノール、エチニルシクロヘキサノール、ジメチルへキシノール、３，５－ジメチル
－１－ヘキシン－３－オル、１，１－ジメチル－２－プロピニルオキシトリメチルシラン
、メチル（トリス（１，１－ジメチル－２－プロピニルオキシ））シラン、及びこれらの
組み合わせのようなアセチレンアルコール；メチルビニルシクロシロキサン、例えば１，
３，５，７－テトラメチル－１，３，５，７－テトラビニルシクロテトラシロキサン、１
，３，５，７－テトラメチル－１，３，５，７－テトラへキセニルシクロテトラシロキサ
ン、及びこれらの組み合わせのようなシクロアルケニルシロキサン；３－メチル－３－ペ
ンテン－１－イン、３，５－ジメチル－３－ヘキセン－１－インのようなエンイン化合物
；ベンゾトリアゾールのようなトリアゾール；ホスフィン；メルカプタン；ヒドラジン；
テトラメチルエチレンジアミンのようなアミン；フマル酸ジアルキル、フマル酸ジアルケ
ニル、フマル酸ジアルコキシアルキル；マレイン酸ジアリルのようなマレイン酸；並びに
これらの組み合わせがある。あるいは、安定剤はアセチレンアルコールを含むことができ
る。適切なヒドロシリル化硬化パッケージ安定剤については、例えば、米国特許第３，４
４５，４２０号、第３，９８９，６６７号、第４，５８４，３６１号、及び第５，０３６
，１１７号に開示されている。
【００４９】
　硬化性シリコーン組成物に添加する安定剤の量は用いる特定の安定剤並びに架橋剤の組
成及び量によって決まるだろう。しかしながら、ヒドロシリル化硬化安定剤の量はヒドロ
シリル化硬化性組成物の質量に対して０．００２５％～０．０２５％の範囲とすることが
できる。
【００５０】
任意の成分（Ｇ）可塑剤
　可塑剤を任意で硬化性シリコーン組成物に添加し、レオロジー特性を向上させることが
できる。可塑剤は０．５ｃＳｔ～２０ｃＳｔの範囲の粘度を有するポリジメチルシロキサ
ンのような非官能性ポリオルガノシロキサンであってもよい。適切な可塑剤はＤＯＷ　Ｃ
ＯＲＮＩＮＧ（登録商標）２００液として米国ミシガン州ミッドランドのダウコーニング
コーポレーションから市販されている。
【００５１】
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　鎖延長剤を任意で硬化性シリコーン組成物に添加し、硬化性シリコーン組成物を硬化さ
せることにより形成されるゲルの物理的特性を向上させることができる。鎖延長剤はジメ
チル水素シロキシ基末端ポリジオルガノシロキサンであってもよい。鎖延長剤は３～１０
０、あるいは３～１０の範囲の重合度（Ｄｐ）を有することができる。架橋剤に加えて添
加する鎖延長剤の量は硬化性シリコーン組成物の０～５％、あるいは０．２５％～２．５
％の範囲とすることができる。
【００５２】
　当業者であれば硬化性シリコーン組成物が２つ以上の硬化機構を含むことができること
を認識するだろう。例えば放射線硬化性及びヒドロシリル化硬化性である二重硬化組成物
は本発明の範囲内である。当業者であれば上述の各硬化性シリコーン組成物中の成分及び
その量を選択し、ゲルとして所望の粘稠度を有する硬化物を調製することができるだろう
。
【００５３】
硬化性シリコーン組成物の製造方法
　硬化性シリコーン組成物は一液型組成物として、例えば、混合のようないずれか便利な
手段によりすべての成分を組み合わせることにより調製することができる。あるいは、硬
化性シリコーン組成物は、架橋剤及び触媒を別々の部分に保存し、それらの部分を硬化性
シリコーン組成物の使用の直前に組み合わせる多液型組成物として調製することができる
。例えば、二液型硬化性シリコーン組成物は（Ａ）、（Ｃ）、及びいずれかの任意の成分
を含む成分を基剤部分において混合のようないずれかの便利な手段により組み合わせるこ
とにより調製することができる。硬化剤部分は（Ａ）、（Ｂ）、及び任意の成分を含む成
分を混合のようないずれかの便利な手段により組み合わせることにより調製することがで
きる。成分（Ｄ）は基剤部分、硬化剤部分、又は両方に添加することができる。成分は選
択される硬化機構に応じて周囲温度又は高温で組み合わせることができる。二液型硬化性
シリコーン組成物を用いる場合、基剤の硬化剤に対する量の比は１：１～１０：１の範囲
とすることができる。当業者であれば不必要な実験なしに硬化性シリコーン組成物を調製
することができるだろう。
【００５４】
支持体
　支持体を用い、上述のゲルに形状安定性を与えるのを促進することができる。支持体は
シリコーン発泡体、綿、ガラス繊維、又は金属メッシュのような発泡体又はメッシュであ
ってもよい。適切なメッシュは当技術分野において知られ、市販されている。綿メッシュ
の例としてはチーズクロスがある。米国ノースカロライナ州グリーンズボロのＢＧＦ　Ｉ
ｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．，は各種グレードのガラス繊維メッシュ、例えば以下の表
１に記載のものを製造するが、表中、ＬＯＩ％は成分の損失を意味する。
【００５５】
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【表１】

【００５６】
　形状安定なゲルはその表面上に剥離ライナーを有し、例えば、製造後及び使用前にゲル
を保護することができる。剥離ライナーは重要ではなく、ゲルの表面を保護することがで
きるいずれかの市販の剥離ライナーであってもよい。適切な剥離ライナーの例としては、
シリコーン被覆剥離紙、ＬＯＰＡＲＥＸのＭＹＬＡＲ（登録商標）のようなポリエステル
などのプラスチックシート、ＸＰＥＤＸのプリント剥離紙、米国ミシガン州ミッドランド
のＴｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名ＦＩＬＣＯＮで販売さ
れているＭＡＴＴＥ－ＦＩＮＩＳＨ－ＰＯＬＹ－２１－ＩＮＣＨ、及び米国ノースカロラ
イナ州グリーンボロのＢＧＦ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．，から市販のＯＳ－ＧＥ
Ｌ－１０８４－Ａ５７Ｃ－ＴＢ－２０Ｗ（ガラス繊維）がある。
【００５７】
　図１は本明細書に記載するような有用な形状安定なゲル１００の例を示す。形状安定な
ゲル１００は反対の側面上にゲルの層１０２を配置した支持体１０１を有する。ゲルの層
１０２はそれらの表面を保護する剥離ライナー１０３を有する。剥離ライナー１０３は形
状安定なゲル１００の基板との接触の直前に取り除くことができる。
【００５８】
　形状安定なゲルは、支持体の有無にかかわらず（及び剥離ライナーなしに）基板間に封
止を形成するのに十分な厚さを有する。厚さは、建設の基板物質、表面粗さ、及び封止さ
れる物質（例えば、空気のようなガス透過、水分のような蒸気透過、又は両方）を含む各
種要因によって決まる。しかしながら、形状安定なゲル１００は０．２５ｍｍ～６ｍｍ、
あるいは０．５ｍｍ～１．５ｍｍの範囲の厚さを有することができる。形状安定なゲルを
用いてアルミニウム窓枠を封止する場合、形状安定なゲルは３インチの水を形状安定なゲ
ルにより少なくとも１８分間封止する漏水防止試験に合格するのに十分な耐水透過性を有
することができる。
【００５９】
　形状安定なゲルはＳｈｏｒｅ　００スケール上３０～７０の範囲の硬度を有することが
できる。形状安定なゲルは、以下の参照例１に記載するように、形状安定なゲル上に降下
するプローブを有し、０．２ｍｍ／秒の速度で２ｍｍ押圧し、その後ゲルからプローブを
持ち上げる力を測定するするテクスチャーアナライザーで測定されるように、少なくとも
３０グラムの粘着性を有することができる。あるいは、粘着性は参照例１に記載の方法に
より測定されるように３０グラム～２００グラムの範囲とすることができる。
【００６０】
方法
　形状安定なゲルの製造方法は図２に例示する。ガラス繊維メッシュをペイオフ２０１か
ら一次被覆機２０２に供給する。硬化性シリコーン組成物を、例えば上述のように基剤部
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分及び硬化剤部分を、混合することにより調製する。基剤はドラム２０３中に保存するこ
とができ、硬化剤は別のドラム２０４中に保存することができ、基剤及び硬化剤はドラム
ポンプ２０５で静的ミキサー２０６へ送り込むことができる。あるいは、硬化性シリコー
ン組成物はミキサー２０７において調製し、貯蔵タンク２０８へ供給することができる。
【００６１】
　硬化性シリコーン組成物をガラス繊維メッシュ２０９の片面を被覆する一次被覆機２０
２へ供給することができる。次に被覆メッシュ２０９を、一次加熱機２１０を通して供給
し、硬化性シリコーン組成物を硬化し、形状安定なゲル２１１を形成する。得られる形状
安定なゲル２１１は供給ロール２１２によりその表面上に配置される剥離ライナー（例え
ばポリエステル、マット仕上げ紙、又は上述のポリエチレン）を有することができる。そ
の表面上に剥離ライナーを有する得られる形状安定なゲル２１１を製品巻取装置２１３に
てロール上に回収する。
【００６２】
　当業者であれば上述の方法が例示的であり非限定的であることを認識するだろう。例え
ば、基板上に硬化性シリコーン組成物を被覆するのに異なるタイプの被覆機を用いること
ができる。あるいは、例えばゲル層１０２の厚さが１．５ｍｍより大きい場合、１つ以上
の被覆機を順番に用いることができる。
【００６３】
使用方法
　上述の形状安定なゲルを用い、第１基板と第２基板との間に封止をもたらすことができ
る。形状安定なゲルの使用方法はｉ）上述の形状安定なゲルを第１基板に塗布するステッ
プ、及びｉｉ）第１基板及び第２基板を基板間の形状安定なゲルによって接続するステッ
プを含む。本方法は任意で、例えば、ステップｉｉ）後に形状安定なゲルを整えることに
より、又はステップｉ）前に形状安定なゲルを打ち抜くことにより、ｉｉｉ）形状安定な
ゲルを基板に合うように成形するステップをさらに含むことができる。
【００６４】
　基板は木材、金属（例えば、アルミニウム又は鋼）、ガラス、ガラス繊維、プラスチッ
ク（例えば、押出ポリビニルクロリド）、又はこれらの組み合わせのような建設産業にお
いて一般的に用いられるいずれかの基板であってもよい。例えば、１つの用途では、形状
安定なゲルを用い、水分が窓枠の２つの部材に入るのを防ぐ封止をもたらすことができる
。第１基板はアルミニウム中枠のような枠部材であってもよく、第２基板は第２アルミニ
ウム枠部材であってもよい。中枠はネジ又はボルトのような固定具で枠部材に固定するこ
とができる。形状安定なゲルは固定具がゲルを通過した後も中枠と枠部材との間に封止を
形成する。
【００６５】
　形状安定なゲルの使用方法は図３及び４に例示する。図３では、不規則な形状を有する
アルミニウム中枠（３ａ）及び一片の形状安定なゲル（３ｂ）を示す。形状安定なゲル（
３ｂ）をアルミニウム中枠（３ｃ）の端部に手作業で塗布する。形状安定なゲルは中枠を
動かすと（３ｄ）中枠の端部に粘着する。アルミニウム中枠をアルミニウム枠部材にネジ
（３ｅ：正面図、３ｆ：背面図）で固定する。図４は形状安定なゲルを整えるステップを
示す。過剰な形状安定なゲルは手作業によってナイフで切り取ることにより除去すること
ができる。あるいは、形状安定なゲルはより正確に合わせるため中枠の形状へ打抜機によ
り予備切断することができる。
【００６６】
　あるいは、形状安定なゲルは取替え窓用途及び後付け窓用途における封止に用いること
ができる。例えば、取替え窓を取り付ける方法はｉ）古い窓を取り外すステップ及びｉｉ
）新しい窓を古い窓があった空間に外部から滑りこませるステップを含む。形状安定なゲ
ルは、ステップ（ｉｉ）前に空間の周りの壁に又は新しい窓の周りの枠に塗布することが
できる。本方法は新しい窓を、例えば内部からネジを差し込むことにより、所定の位置に
固定するステップをさらに含む。
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【００６７】
　あるいは、形状安定なゲルは浴室又は台所の備品を土台に封止するのに用いることがで
きる。第１基板及び第２基板の少なくとも１つはシャワー室、浴槽、及びシンクからなる
群から選択される備品であってもよい。例えば、形状安定なゲルはシンク（例えば、台所
又は浴室のシンク）に塗布することができ、次にシンクをキャビネットに取り付けること
ができる。
【００６８】
　あるいは、形状安定なゲルはボートにおける封止用途に用いることができる。第１基板
及び第２基板の一方はボートの船体であってもよい。第１基板及び第２基板の他方はボー
トの窓又は汚水処理タンクラインのようなパイプであってもよい。
【実施例】
【００６９】
　以下の実施例は本発明を当業者に示すために含む。しかしながら、当業者であれば、本
開示を踏まえて、特許請求の範囲に記載する発明の精神及び範囲から逸脱することなく、
開示する特定の実施形態に多くの変更を行うことができ、また同様又は類似の結果が得ら
れることを理解すべきである。すべての量、比、及び割合はとくに指定のない限り質量に
よる。
【００７０】
　以下の成分を実施例に用いた。
【００７１】
　ベースポリマー（Ａ１）は、（５ｒｐｍでＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＲＶＴ　ＣＰ－５２
粘度計を用いる）５，０００ｍＰａ・ｓの粘度、及び（赤外線法を用いて測定した）０．
１５％～０．１９％の範囲のビニル含量を有するジメチルビニルシロキシ末端ポリジメチ
ルシロキサンとした。
【００７２】
　架橋剤（Ｂ１）は、標準毛管法を用いる１４１ｃＳｔ～１７２ｃＳｔの範囲の粘度及び
赤外線法を用いる０．１１２％～０．１１８％の範囲のＳｉＨ含量を有するトリメチルシ
ロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン／メチル水素シロキサン）ポリマーとした。
【００７３】
　触媒（Ｃ１）は、３００～７００ｃＰ（３００～７００ｍＰａ・ｓ）の範囲の粘度及び
２．２％～２．４％の範囲の白金金属の量を有するジメチルビニルシロキシ末端ポリジメ
チルシロキサン中の５．５％の１，３－ジエテニル－１，１，３，３－テトラメチルジシ
ロキサン白金錯体の混合物とした。
【００７４】
　鎖延長剤（１）は、標準毛管法を用いる９～１３ｃＳｔの範囲の粘度及び赤外線法を用
いる０．１１２％～０．１１９％の範囲のＳｉＨ含量を有する水素末端ポリジメチルシロ
キサンとした。
【００７５】
　安定剤（１）は米国、５３２０１、ウィスコシン州ミルウォーキーのＳｉｇｍａ－Ａｌ
ｄｒｉｃｈから市販の３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－オルとした。
【００７６】
　炭酸カルシウム（Ｄ１）は米国、６２３０５－９３７８、イリノイ州クインシーのＪ．
Ｍ．Ｈｕｂｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの一部であるＨｕｂｅｒ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｅ
ｄ　ＭａｔｅｒｉａｌｓのＨｕｂｅｒｃａｒｂ　Ｑとした。この粉砕炭酸カルシウムは０
．７５％～１．５％ステアリン酸で処理した。
【００７７】
（実施例１）
　二液型硬化性シリコーン組成物を調製した。まず、炭酸カルシウム（Ｄ１）を１５０℃
のオーブンで４時間加熱することにより乾燥させた。基剤は９質量部のベースポリマー（
Ａ１）及び０．００８質量部の触媒（Ｃ１）を５ガロン（１８．９２５リットル）のペー



(17) JP 2012-518061 A 2012.8.9

10

20

30

40

50

ル中で５分間混合することにより調製した。炭酸カルシウム（Ｄ１）を１１質量部の量で
添加し、５分間又は滑らかになるまで混合した。
【００７８】
　硬化剤は８．２５質量部のベースポリマー（Ａ１）、０．２４質量部の架橋剤（Ｂ１）
、０．５質量部の鎖延長剤（１）及び０．００８質量部の安定剤（１）を５ガロン（１８
．９２５リットル）のペール中で３分間混合することにより調製した。炭酸カルシウム（
Ｄ１）を１１質量部の量で添加し、５分間又は滑らかになるまで混合した。
【００７９】
　基剤及び硬化剤を組み合わせ、得られた硬化性シリコーン組成物を米国ノースカロライ
ナ州グリーンズボロのＢＧＦ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．から市販されるガラス繊
維メッシュ（１０８４／Ａ５７Ｃ）の反対側に塗布した。硬化性シリコーン組成物を１２
５℃で３０分間加熱することにより硬化した。この実施例において形状安定なゲルを調製
するのに図２の装置を用いた。
【００８０】
　ガラス繊維ペイオフ２０１は中央スピンドル位置及び０～１５ｐｓｉ（０～１．０５ｋ
ｇｃｍ－２）のペイオフ張力で作動した。ガラス繊維２０９ロール長は１０００ｍであり
、質量は５５ｋｇであった。一次被覆機２０２及び一次加熱機２１０は２４０°Ｆ～２６
０°Ｆ（１１５．５６～１２６．６７℃）の範囲の起動温度及び２６０°Ｆ～３６０°Ｆ
（１２６．６７～１８２．２℃）の範囲の実行温度で作動した。駆動速度は１分当たり１
～８フィート（ｆｐｍ）（１分当たり０．３０５～２．４４メートル）であり、ガラス繊
維に塗布する硬化性シリコーン組成物の厚さは被覆機ブレードのガラス繊維からのブレー
ドギャップにより制御した。二次被覆機２１１及び二次加熱機２１２は２６０°Ｆ～２８
０°Ｆ（１２６．６７～１３７．８℃）の範囲の起動温度及び２６０°Ｆ～３６０°Ｆ（
１２６．６７～３４２．２℃）の範囲の実行温度で作動した。駆動速度は１～８ｆｐｍ（
１分当たり０．３０５～２．４４メートル）であった。厚さはロールギャップにより制御
した。
【００８１】
　製品巻取装置２１４は中央スピンドル位置で作動した。巻取張力は２０～４０ｐｓｉ（
１．４～２．８ｋｇｃｍ－２）の範囲であり、ペイオフ張力は５～１５ｐｓｉ（０．３５
～１．０５ｋｇｃｍ－２）の範囲であった。形状安定なゲル製品のロール質量は２５～３
５ｋｇの範囲であり、その長さは異なった。
【００８２】
（実施例２－性能）
　実施例１において調製した形状安定なゲルの試料を垂直なアルミニウム枠部材に対して
置いた。水平なアルミニウム枠部材を垂直なアルミニウム枠部材にネジで固定した。垂直
なアルミニウム枠部材は中空であり、１８インチ（４５．７２ｃｍ）の水で満たした。３
か月後枠に目に見える漏れはなく、これは１８分後漏れのない３インチ（７．６２ｃｍ）
の水の工業規格測定を超えた。
【００８３】
（参照例１－粘着性測定）
　１インチ×６インチ（１５．２４ｃｍ）の寸法を有する一片の形状安定なゲルを図２の
被覆装置を用いて調製した。その片を、中心を通る穴を有するプラスチック板間に置き、
これによりその縁で固定した形状安定なゲルの延伸膜の直径１インチ（２．５４ｃｍ）を
露出した。ＴＡ－ＸＴ２テクスチャーアナライザーを用いて粘着性を測定した。プローブ
をゲル上に降下し、０．２ｍｍ／秒の速度で２ｍｍ押圧し、プローブをゲルから持ち上げ
る力を測定することにより粘着性を記録した。
【００８４】
（参照例２－硬度測定）
　ゲル試料（９ｍＬ）を同量の基剤及び硬化剤を混合し、混合物を２～５分間又は泡が消
えるまで真空にかけ、１２５℃のオーブンで３０分間硬化した後、１０分間冷却すること
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【００８５】
　１／４インチ（０．６３５ｃｍ）の鋼球プローブを取り付けたテクスチャーアナライザ
ーを試験に用いた。球プローブをイソプロパノールで洗浄し、キムワイプでふき取った。
硬度は球プローブを用いて試料の圧入により測定した。プローブ圧入距離は０．２ｍｍ／
ｓの速度で０．４ｍｍであった。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本明細書に記載する形状安定なゲルは２つの作用を組み合わせて封止を作成する。まず
、　圧縮下でゲルはさまざまな対象又は不規則な表面の周りに合わせることができ、ゲル
は封止される対象の全表面に接触している。対象の表面が接触していると、システム力学
は、空気のようなガス又は水のような液体若しくは蒸気によるものと比べ、ゲルによる表
面の被覆に有利に働き得る。ゲルによる整合性及び表面湿潤性のこの組み合わせは形状安
定なゲルによる空気及び水に対する封止を可能にする。この出願の目的のため、水に対す
る封止とは本明細書に記載する形状安定なゲルで形成した封止がＡＳＴＭ　Ｓｔａｎｄａ
ｒｄ　Ｅ３１１の透水試験に合格することを意味する。形状安定なゲルは枠（又は他の基
板）の組み立て中に所定の位置にとどまるのに十分に自己支持性及び自己粘着性である。
従来の発泡体テープは整えた場合残渣を残し得るが、形状安定なゲルは残さない。形状安
定なゲルは従って建設産業のさまざまな用途において有用である。
【符号の説明】
【００８７】
１００　形状安定なゲル
１０１　支持体
１０２　ゲルの層
１０３　剥離ライナー
２０１　ガラス繊維メッシュペイオフ
２０２　一次被覆機
２０３　基剤のドラム
２０４　硬化剤のドラム
２０５　ドラムポンプ
２０６　静的ミキサー
２０７　ミキサー
２０８　貯蔵タンク
２０９　ガラス繊維メッシュ
２１０　一次加熱機
２１１　形状安定なゲル
２１２　剥離ライナー供給ロール
２１３　製品巻取装置
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